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改革改善
の考え方

①問題
点

住宅集中地域の変化等により不要灯が散見されるため、適切な設置に向けた再検討が必要である。

②改革
提案

各地区まちづくり委員会との連携を強め、防犯灯整備の方法を新設から移設へシフトする。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

平成27年度に域内防犯灯のLED化を概ね達成したため、防犯灯交換頻度は大幅に減少した。LED化事業開始より7年経過
し、初期設置LED防犯灯の機器寿命が迫っているため、各地区まちづくり委員会と連携を取りながら引き続き管理を行う必要
がある。

総事業費①+② 27,160 27,528 24,753 0

正規職員所要時間 150 150

臨時職員所要時間

一般財源 26,624 27,528 24,217

人件費計（千円）② 536 0 536 0

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 26,624 27,528 24,217 0

国庫支出金

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

28
年
度
事
業
内
容

１　防犯灯の電気料金を市が負担する。
２　各地区まちづくり委員会へ防犯灯の維持管理を委託する。
　　（委託料1灯1,000円）
３　防犯灯の移設、修繕、撤去、新設をまちづくり委員会へ委託

１　電気代(防犯灯数）
２　委託料(防犯灯数）
３　委託料(防犯灯数）

１　6,396灯
２　6,396灯
３　6,396灯

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

通学路を中心に設置した防犯灯を維持・管理することにより、夜間安心して外出できるようにする。

成果
指標

防犯灯新設設置数 20 50 10 63

成果
指標

電球交換灯数（ＬＥＤ化により、交換灯数が少ないほどよ
い）

650 300 700 25

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

犯罪発生件数

防犯灯数（H27.3.31） 6370

意図（どういう状態
にするか）

防犯灯の機能を維持する。

目
的

対象（誰・何を） 設置済みの防犯灯
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

施策 43 地域安全の推進

基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

H29作成課等名 危機管理室 H29係等名 交通安全係 H28担当課等名 危機管理室

開始 終了

44 24

事務事業名 防犯灯管理事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策

平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 4 施策№ 43 事業№


